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●ばいじん、NOｘ
対象事業所   ばいじん（規制値：0.2ｇ/ｍ3N） NOx（規制値：70～200ppm）
本社工場  ＜0.0002～0.0045ｇ/ｍ3N 1～123ｐｐｍ

18～23ｐｐｍ

＜1～35ｐｐｍ

 

細谷工場  ＜0.0002ｇ/ｍ3N 

幸海工場  ＜0.0002～0.0004ｇ/ｍ3N
各種装置ごとに測定した結果をまとめて表示しています。
＜は定量下限値未満を示しています。

●ダイオキシン類

対象事業所 対象設備 測定結果
（規制値：5ng-ＴＥＱ/ｍ3N）

アルミ集中溶解炉本社工場 0.00000045ng-ＴＥＱ/ｍ3N

生産活動

鋳　造 成　形 切　削 表面処理 組　付

企業活動に伴うマテリアルフロー 従業員データ

●トリクロロエチレン
対象事業所 ※

本社工場

細谷工場

※上記以外の事業所では検出されていません。
計画的な測定、対策と定期的な行政への報告を継続しています。

PCB廃棄物処理基本計画の変更を受け、含有機器の再調査と処分を実施しました。

●PCB含有機器 保管量
保管事業所

本社工場

細谷工場

処分台数

ー

0台

保管台数

蛍光灯安定器等 159台

0台
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●従業員数の推移（　　）は正社員数

■男性従業員数   ■女性従業員数   ■非正規雇用者数
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（1,677）

1,4971,497 1,4461,446 1,4711,471 1,4961,496
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●従業員の年間総労働時間の推移
■年間総労働時間
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（時間）
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2,2592,226
2,094
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●障がい者雇用の推移
■障がい者雇用人数　　■━■  障がい者雇用率
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●育児休業制度の利用者推移

■育児休業制度取得者数　　■━■ 育休復職率
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●有休取得の推移
■有休取得日数　　■━■ 有休取得率
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●女性管理職 2名
●管理職に占める女性の割合 0.9％

●平均年齢 37.3歳
●平均勤続年数 14.3年

排
出
量

投
入
資
源

取扱量
製品としての
移動量

大気 3.4ｔ

313ｔ 308ｔ
生産活動

環境への
排出量

水域
0.01ｔ

廃棄物
1.9ｔ

地下浸透 0ｔ
自社埋立 0ｔ

篠原工場、九州工場では有害物質を使用していません。

対象事業所 項目 測定結果 
（カッコ内は規制値）

本社工場
  ＜0.02mg/L (0.08）  

 
 1.4～3.2mg/L    (30）

細谷工場 

 ＜0.01～0.04mg/L (0.08） 

＜1～3mg/L      (4） 

 1.1～10mg/L      (8） 

 
 2～10mg/L    (30） 

幸海工場 
＜0.1mg/L      (8） 

鉛およびその化合物

アンモニウム化合物、
硝酸・硝酸化合物

鉛およびその化合物

ホウ素およびその化合物 

フッ素およびその化合物

アンモニウム化合物、
硝酸・硝酸化合物

フッ素およびその化合物 

アンモニウム化合物、
硝酸・硝酸化合物

 
 1～6mg/L    (15） 

●PRTR 法に基づく 排出・移動量●放流水質（有害物質項目）

地下水測定データ

＜0.000～0.66ppm

＜0.000～0.055ppm

軸受素材の生産増加により、電力使用量は増えています。 生産設備の炉や空調で使われており、使用量は横ばいです。

軸受素材の生産量に応じて推移しています。

有価物の処理方法の変更に伴い、廃棄物が増加
しています。

水使用量の増加に伴い、社内排水処理量も増加
しています。

軸受素材の生産増加により、CO2排出量が増加
しています。

軸受製品の生産増加により、増えています。軸受製品の生産増加により、水使用量は増えています。

●電気使用量 ●都市ガス使用量

●金属原材料使用量 ●PRTR 法対象物質取扱量●水使用量

●放流水量●温室効果ガス（CO2）総排出量 ●産業廃棄物総排出量
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事業概要環境データ（大豊工業㈱　単独） 社会データ（大豊工業㈱　単独）


